
　国立歴史民俗博物館（歴博）は、日本の歴史と文化について研究する大学共同利用機関（研究機関）です。

幅広い分野の人文諸科学系研究者と自然科学系研究者・分析機器を擁することから、国内外の多くの大

学・研究所・博物館などと連携した学際的な研究を実践してまいりました。たとえば、日本でもっとも

古い水田跡に伴って見つかった弥生土器に付着していたススの炭素14年代を測定し，日本の水田稲作

の開始年代が500年近くもさかのぼらせることをつきとめ，教科書を書き換えることとなりました。同

時に、わたしたちは、研究機関でありながら、我が国唯一の国立歴史博物館でもあるという、世界でも

希有な特色を発揮して、こうした研究成果について、原始・古代から現代までの我が国の歴史を総合展

示・企画展示というかたちで広く公開してまいりました。

　こうした経験・特色を活かしながら、いま、わたしたちは、所蔵する貴重な日本の歴史・文化資料の

情報や研究情報だけでなく、多くの大学・研究所・博物館などに所在する膨大な資料・研究情報も結合・

共有することで、新しい学問分野である「総合資料学」を創成しようとしています。

　しかし、その実現のためには、さらに多くの研究機関・研究者の方々のご支援とご協力が不可欠です。

そこで、このたび、わたしたちがこれまでに培ってまいりました、文理融合型の歴史研究方法や研究成

果を活かし、新たな学問分野を生み出すというこの試みにご賛同いただきたく、新しい共同研究・受託

研究を公募することといたしました。

　なにとぞ、みなさまのご理解とご協力を賜りたく、お願い申し上げます。

歴博とともに拓く新たなフィールド

国立歴史民俗博物館長　　久留島　浩

人間文化研究機構　国立歴史民俗博物館と企業等との共同研究および受託研究について

れきはくコラボのご案内
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歴博の強みを活かした企業等との共同研究や受託研究研究機関としての歴博の活動
歴博では、文系・理系問わず様々な分野の学際的共同を通じて、現代的視点と世界史的視野のもと、
日本の歴史と文化に関する基盤的ならびに先進的研究を推進しています。

歴博では、企業様とのコラボレーションにより新たな価値を創造する「企業等との共同研究」や、外部
からの委託を受けて研究を実施する「受託研究」を行っています。歴博の研究成果やノウハウ、資源、
施設や設備をご活用ください。

企業等との共同研究とは…
　①�企業等から研究者と研究経費等を受け入れて、歴博と当該企業等の研究者とで共通の課題について

共同して行う研究

　②�企業等から研究者と研究経費等、又は研究経費等のみを受け入れて、歴博と企業等とで共通
の課題について分担して行う研究

受託研究とは…企業等からの委託を受け、委託者に経費をご負担いただいて行う研究

● 自然科学的手法を用いて、歴史学・考古学・民俗学に関する調査研究を行っています。
● 歴博および全国の大学・博物館資料や研究成果を研究資源化し、異分野横断型研究・
文理融合研究へつながるアクセス環境の構築を目指しています。

● 展示をとおして最先端の研究成果を可視化しています。
● 国内外の大学や博物館などの研究機関と連携し、そのネットワークを共同研究や展示

に活かしています。

企画展示「よみがえれ！
シーボルトの日本博物館」

資料のサンプリング調査

正倉院文書の複製製作
（写真提供：株式会社�便利堂）

資料調査

真空ライン装置

国外の博物館での調査

■研究者
　歴博では47名の研究者が、多様な分野にまたがり独創的な研究を行っています。

◦自然科学的手法を用いた歴史資料の材質、物性、産地等に関する研究

◦同位体分析に基づく歴史・考古資料の年代測定・産地推定

◦戦後日本の消費社会の形成と変遷に関する研究

◦先史時代の人類活動と環境との関係に関する考古学的研究

◦祭礼と民俗芸能の現代的展開

◦保護地域の管理及び周辺地域住民とのかかわり　など

■資料
　歴博では国宝5点、重要文化財85点を含む約24万点の資料を所蔵しています。

◦奈良時代～近世・近代の古文書

◦屏風、錦絵等の絵画資料

◦古代からの陶磁器や金属製品

◦衣食住、生業等に関わる民俗資料

◦民俗研究映像などの映像資料　など

■科学解析機器
　歴博には、資料の自然科学的解析による研究の実績があります。

◦ＡＭＳ－14C法支援機器 ��▶弥生時代の開始年代に関する研究　　　

◦Ｘ線分析顕微鏡��������▶錦絵色材の変遷に関する研究　　　

◦ＩＣＰ質量分析計�▶東アジアでの青銅製品の流通に関する研究　　　

◦電子線微小分析装置�����▶日本刀の製作技法に関する研究　　　

◦低真空電子顕微鏡������������▶種子や樹種の同定　　　

◦蛍光Ｘ線分析装置�����������▶製鉄原料の産地推定　など

歴博における共同研究の事例

■歴史にみる人と自然の関係史
　フィールド調査と文献資料調査によって、近世から現代における村の
歴史を、自然環境・自然資源利用の歴史や生業の歴史との関係性を含め
て明らかにし、農村景観の背後に存在する自然資源利用の歴史的な特質
とその変遷を具体的に示すことを目的としています。

■建造物古材による木材科学的資料研究
　本館が所蔵する古代～近世の建造物古材に木材科学的なアプローチを
試み、その資料化を図ります。経年による木材劣化の解明や古気候の復元、
炭素14年代法における日本版較正曲線の整備につながる研究です。

■日本近世における彩色の技法と材料の受容と変遷に関する研究
　日本近世の絵画や彫刻を研究対象とし、図像や形態の表現と、絵画・
彩色技法および材料の使用傾向というふたつの観点から、近世の彩色技
術と表現を総合的にとらえることを目指します。



【お問い合わせ先】

大学共同利用機関法人　人間文化研究機構

国立歴史民俗博物館
管理部総務課総務企画係

〒285-8502  千葉県佐倉市城内町117
TEL：043-486-0123　FAX：043-486-4209
E-mail：syomu@ml.rekihaku.ac.jp
http://www.rekihaku.ac.jp/

3契約の締結～研究費のお振込み
 受入れの確定後、双方の合意に基づき契約書を取り
交わし、規程に基づき算定された研究費をお支払いい
ただきます。

4研究の実施～報告書の作成
 研究成果については、共同研究の場合は双方協力して、
受託研究の場合は当館が、報告書にまとめます。

1窓口（または当館研究者）へのご相談
研究内容・目的等についてご相談ください。

2研究者・事務担当者との面談～申込書のご提出
 詳しい研究内容や費用負担などについて調整
の上、企業等の代表者様から申込書（様式指
定）をご提出いただきます。

企業等との共同研究および受託研究の流れ

受託研究の実績 

国立歴史民俗博物館／National Museum of Japanese History

平成28年11月発行

■�文化財等複合材料評価用ラマンイメージング装置の開発（分析機器メーカー様から受託）

　文化財の非破壊分析を可能にする携帯型ラマンイメージング装置及び顕微赤外分
光装置を開発し、さらにその実用化と応用範囲の拡大のため、次元圧縮型イメージ
ファイバーおよびこれに適合する分散型小型分光器を開発しました。波長掃引やイ
メージ走査することなく、フルスペクトルとイメージデータを数秒から数分という
短時間で同時取得できる装置を実現し、商品レベルの完成度を達成しました。これ
らは文化財以外への応用展開も期待できます。また、文化財構成材料（絵画の顔料
など）のデータベース整備体制も整え、ウェブ上で閲覧できるようにしました。

■�魚住泊跡出土木材の調査研究（自治体様から受託）

　魚住泊は、天平年間（729～749年）に僧行基が播磨・摂津国に置いた五泊の一つですが、詳し
い位置は特定されていませんでした。兵庫県の江井ヶ島港に接する赤根川河口で1986年に発見
された丸太材を14C年代測定にかけた結果、伐採年代は10世紀と推定されました。魚住泊に関す
る文献を調査したところ、ちょうどこの年代に魚住泊の修復が朝廷に要請されています。こうし
たことから、魚住泊は赤根川河口に起源を持つ可能性が高いことがわかりました。

【特別試験研究費税額控除】
　（租税特別措置法第42条の4）

　製品の製造または技術の改良・考案・発明
に関する共同研究に要する費用の30％が税額
控除されます。

※詳しくは税理士にご相談ください。

 税制上のメリット 
■�葬儀の標準化と個別化についての研究
　（民間研究機関様から受託）

　20世紀初頭に東京で成立した告別式が葬送儀礼の中心的儀
礼として全国に普及していく過程と、葬儀産業とくに戦後成立
した冠婚葬祭互助会の変遷について
資料調査や関係者の聞き取り調査を
もとに、戦後葬儀の標準化の過程と
要因を考察し、さらに近年顕著と
なっている葬儀の個人化の様相を把
握するための研究を行っています。




